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Wild-2彗星塵中の高温結晶質粒子の含有量

The proportion of high-temperature crystalline particles in Wild-2
cometary dust.
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スターダスト計画によって回収されたWild-2彗星塵の分析により、この彗星塵には従来想定され
ていた始原的で低密度・多孔質な粒子に加えて、コンドリュールやCAIに類似した高温を経験し
た結晶質粒子が含まれていることが分かった[1-3]。このような高温結晶質粒子は、太陽系形成
時に原始惑星系円盤の内側で生成されたものが、Ｘ-windや円盤内での拡散などによって、外側
の低温の彗星形成領域に移動したものであると一般には考えられている[1,4]。
 我々の研究グループは、彗星塵をエアロジェル中で捕獲した時に生成された衝突トラックの３
次元形状の解析から、エアロジェルに捕獲された個々の彗星塵粒子の密度を推定し（0.83-5.88 g
/cc）、その平均密度（1.01 g/cc）から彗星塵中に含まれる高温珪酸塩粒子の割合をおおよそ5
vol.%と見積もった[5]。彗星塵粒子の密度は、彗星塵のエアロジェルへの突入速度が一定（約6.1
km/sec）であることに基づき、衝突トラックの空隙部の体積が突入粒子の運動エネルギーに比例
すると云う仮定より見積もったものであるが、JAXAのスペースプラズマ実験施設における室内
衝突実験をおこない、この仮定および密度の値の妥当性の検証と較正を試みている。
 上記の高温結晶質粒子含有率の値は密度の相対的な値から見積もっているので、オーダーとし
てはおおよそ正しいと考えられる。その含有率（おおよそ5 vol.%）のもつ意味としては、以下
の可能性が考えられる。（1）含有率は太陽系の内側の高温部からの移動量をほぼそのまま表して
いる、（2）低密度・多孔質な粒子が結晶質粒子よりも選択的に彗星から放出されることにより、
彗星表面での含有率がかなり大きくなっている、（3）スターダスト探査機でのエアロジェルへの
捕獲時に、結晶質粒子が選択的に捕獲され、含有率が大きく見積もられている、（4）カイパーベ
ルト天体あるいは彗星として太陽の周りを公転している間に彗星表面に落下してきた惑星間塵の
中に結晶質のものも含まれており、スターダストサンプルに見出された結晶質粒子もこの惑星間
塵に由来する。
発表ではダスト密度や結晶質粒子含有率の見積もりの妥当性の再検討と、含有率のもつ意味につ
いて議論する。
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